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五
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号
　
　
令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
四
一

山
梨
県
公
報

第
五
百
四
十
九
号

令
和
七
年

三
月
二
十
七
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定	

一
四
一

○
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
の
規
定
に
よ
る
知
事
が
定
め

る
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

一
四
一

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
要
措
置
区
域
の
指
定	

一
四
二

○
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
の
指
定	

一
四
二

○
都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
二
件
）	

一
四
二

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
二
件
）	

一
四
二

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定	

一
四
三

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
全
部
解
除	

一
四
四

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

一
四
五

公

告

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出	

一
四
五

○
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
変
更
の
届
出	

一
四
六

○
収
去
飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要	

一
四
六

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	
一
四
八

選
挙
管
理
委
員
会

○
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
の
取
消
し	

一
四
八

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
七
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
し
た
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地　

ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社　

東
京
都
目

黒
区
下
目
黒
一
丁
目
八
番
一
号

二　

指
定
納
付
受
託
者
が
行
う
納
付
事
務
に
係
る
歳
入　

寄
附
金
歳
入
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
納
付
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

三　

指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
し
た
日　

令
和
七
年
三
月
十
七
日

四　

指
定
納
付
受
託
者
が
納
付
の
対
象
と
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
種
類　

次
に
掲
げ
る
ブ
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

1　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ

2　

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ

3　

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ　

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

4　

Ｄ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ　

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

5　

Ｊ
Ｃ
Ｂ

6　

銀
聯

五　

指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
の
期
間　

令
和
七
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
号

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
。
以

下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
三
項
、
第
五
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十
条
第
三
項
、
第
六

項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
十
一
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
が
定
め
る
数
を

次
の
と
お
り
定
め
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等

の
算
定
に
関
す
る
政
令
の
規
定
に
よ
る
知
事
が
定
め
る
数
（
令
和
六
年
山
梨
県
告
示
第
七
十
九
号
）

は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

政
令
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
費
指
数
反
映
係
数
と
し
て
知
事
が
定
め
る
数　

〇
・
五

二　

政
令
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
納
付
金
所
得
係
数
と
し
て
知
事
が
定
め
る
数　

一
・
〇

五
〇
一
四
四
二
六
一
八
一
二
七

三　

政
令
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数
と
し
て
知
事
が
定
め
る
数　

一
・
〇
二
四
九
〇
一
一
四
五
九
七
八
〇

四　

政
令
第
九
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
納
付
金
被
保
険
者
均
等
割
指
数
と
し
て
知
事
が
定
め
る

数　

〇
・
七

五　

政
令
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
納
付
金
所
得
係
数
と
し
て
知
事
が
定

め
る
数　

一
・
〇
四
八
七
八
一
九
四
四
六
〇
八
一

六　

政
令
第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数
と
し
て
知

事
が
定
め
る
数　

〇
・
九
九
九
九
九
九
九
九
七
九
一
六
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
四
十
九
号
　
　
令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

一
四
二

山
梨
県
告
示
第
八
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

施
行
者
の
名
称　

中
央
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

笛
吹
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
中
央
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

中
央
市
浅
利
字
沼
久
保
の
一
部

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

施
行
者
の
名
称　

甲
斐
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

甲
府
都
市
計
画
公
園
事
業　

五
・
四
・
一
号　

赤
坂
台
総
合

公
園

三　

事
業
施
行
期
間　

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

山
梨
県
甲
斐
市
竜
王
地
内

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
八
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

施
行
者
の
名
称　

中
央
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

甲
府
都
市
計
画
下
水
道
事
業
中
央
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七　

政
令
第
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
納
付
金
被
保
険
者
均
等
割
指
数
と
し

て
知
事
が
定
め
る
数　

〇
・
七

八　

政
令
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
納
付
金
納
付
金
所
得
係
数
と
し
て
知
事
が
定
め
る
数

　

一
・
〇
七
四
二
五
八
九
九
〇
〇
七
七
七

九　

政
令
第
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
納
付
金
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数
と
し
て
知
事
が
定

め
る
数　

〇
・
九
九
九
九
九
九
九
九
一
九
七
四
九

十　

政
令
第
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
納
付
金
納
付
金
被
保
険
者
均
等
割
指
数
と
し
て
知
事

が
定
め
る
数　

〇
・
七

山
梨
県
告
示
第
八
十
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
が
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面

は
、
山
梨
県
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

指
定
す
る
区
域　

韮
崎
市
穂
坂
町
三
ツ
澤
字
西
坊
来
石
五
百
六
十
四
番
二
の
一
部

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

三　

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置　

地
下
水
の
水
質
の
測
定

山
梨
県
告
示
第
八
十
二
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
。

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名
　
　
　
　
　
　
　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

一
般
国

道

四
一
一
号

甲
州
市
塩
山
千
野
字
獅
子
ノ
前
四
二
一
番
一
地
先
か
ら

甲
州
市
塩
山
赤
尾
字
坂
下
二
九
八
番
三
地
先
ま
で


